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第２２回 ふれあいボウリング大会 

～ＩＮ 宇都宮第二トーヨーボウル～ 

平成２８年３月３日 宇都宮第二トーヨーボウルで開催された「第２２回ふれあい

ボウリング大会」に３名の選手が出場致しました。 

選手宣誓を、昨年度優勝者の星野文絵さんが行いました。 

 

（一般男子の部）望月利浩さん、薄井綾さん 

（一般女子の部）星野文絵さん 

 

結果 
第３位  薄井 綾 ２４７ピン（１０３－１４４） 

第７位  望月利浩 ２２２ピン（９９－１２３） 

第１３位 星野文絵  ８９ピン（４７－４２） 

 

 

参加者全員入賞し賞品を頂き、まことにおめでとうございました。 

薄井 綾  ボウリング大会に参加し、第三位入賞でき嬉しかった。 

また来年もボウング大会に参加したい。 

望月利浩  最初から優勝を意識して自滅してしまった。 

       また参加したい。 

星野文絵  ボウリング大会はやって楽しかった。 

また参加したい。 
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愛の基金による助成と社会福祉法人ゆうとおんの方々の協力を受け、平成２８年

２月２７日大阪にて語りの研修が行われました。Iさんと Sさんの２人が人生を語

る講師となって行われたこの研修には、普段から障害者に接している方々が３０名

ほど参加しました。この取り組みは今年で４年目になりますが、台本も打ち合わせ

もないところから始まる語りは毎回同じということは決してありません。それがゆ

えに毎回語り前には緊張するというお二人ですが、聞き手である当法人理事の飯島

恵子さんのやり取りを通して、自分自身の人生を自分の言葉で語ってくれました。 

語りを聞く参加者は当事者の抱える「生きにくさ」について考え理解する足掛か

りになり、また語りを行った２人の講師についても、人生を人前で語ることが生き

る力になると石川施設長は言います。２人の語りは、内容や本人の表情などで時に

全体の空気感が変わることがあります。それだけ人生を語り、それを聞くという空

間が一体になっていたということなのでしょう。それはそこにいる人しか体感でき

ない貴重なものだと思いました。 

最後には石川施設長、ジャーナリストの佐藤幹夫さんも交えて、研修参加者と積

極的な意見交換が行われ、今回の研修は幕を閉じました。 

（生活支援員 中田有紀） 

２０１５年度共生社会を創る愛の基金「地域連携中核団体事業」助成 

生きにくさを抱えた知的障害者を支援し続けるための人材育成研修 

 

≪人生の語りを振り返って（Iさん）≫ 

“言葉を選んで話す”これは心がけた。いざ、その場面になると“何をどう話せば

相手に伝わるか”意識過剰になったつもりではなかったのだが言葉が出なくなって

困った。その後、飯島さんのリードで緊張は少しずつ取れた。（複雑に絡み合い、

話すと長くなる僕の人生。上手くリードしてくれた飯島さんには感謝です。）はな

すことにより（回数を重ね）、重たかった何かが一つずつ軽くなった気がした。

（あれだけ拒んでた辛い話） 

真剣に聞いてくださった方々に対し、失礼なく出来たと思う。自分の弱点（気の弱

さ）を再認識する事の出来るいい機会だった。語り、続けていきたい。 

≪人生を振り返って（Sさん）≫ 

今回の語りは、あまり、きんちょうしないで話しが出来ました。何回も語りをして

いるのでなれてきました。きかいがあったらまたしたいです。 
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３月６日に三島公民館にて、ゆいの里主催のイベントに職員２名と利用者５

名で参加しました。そこでかりいほのブースを出させて頂くことになりことに

なり、野菜、結び織、リース、お茶の販売や施設紹介の展示をしました。Ａ君

はポップコーンを作り来てくれた方々に振る舞いました。参加した利用者は今

回で 2度目の参加とあって少し慣れた感じで販売を手伝ってくれました。また

Ｋ君やＴ君は自分たちで作った結び織の説明をしたりしてそれが売れた時には

喜んでいました。時間を見て講演を聞いたりしました。講演を聞いたＴ君は

『とても良かった。感動した。』と話していました。 

 今回参加して利用者たちは前日から荷物の運び入れから会場準備まで手伝

い、自分たちで作った結び織やリースを販売する所まで経験できてとても良か

ったと思います。前回と比べ利用者たちから『講演がとても良かった』という

事が聞けて参加して良かった思いました。また来場してくれた方に、かりいほ

という施設がどういう所かを知ってもらうことが出来たと思います。機会があ

ればまた参加したいです。 

 

ゆいの里２０周年記念『市民公開講座』に参加して 

またのおこしを

おまちしておりま

す！（店長） 
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かりいほ便り 年３回発行 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

http://kariiho.wix.com/home 

障害者支援施設 かりいほ 

●日時：平成 28 年 5 月 2１日（土） 

午前 9 時～日没まで 

※雨天時中止になることがあります 

※ご都合の良い時間にお越しください 

●場所：障害者支援施設 かりいほ 

(栃木県大田原市北野上 3952) 

●昼食：かりいほで用意させていただいます 

●服装：山で日差しを浴びての作業になります 

長袖・長ズボン・スニーカーといった

格好でお越しください 

帽子・タオルをお持ちください 

●申込：電話または FAX にてお申込み下さい 

※FAX の場合は人数と連絡先の明記を

お願いします 

◎茶摘みに参加していただいた皆様には、御礼とし

て、「皆様が摘んだ茶葉で作った新茶」を出来上が

り次第、贈呈いたします。 

～昨年の茶摘みの様子～ 

毎年多くのボランティ

アの方々のご協力をい

ただいています。 

～昨年のお昼休憩～ 

みなさんの交流

の時間になって

います。 


